
－⺟乳哺育の重要性の再認識と新たな⼈⼯乳開発の⾜掛かりに－

１. ヒト、マウス、ウシの⺟乳中にケモカインの⼀つであるCCL25の存在を確認。
２. CCL25添加⼈⼯乳を⽤いたマウス新⽣仔の⼈⼯哺育実験で、⺟乳中CCL25が

新⽣仔の成⻑及び免疫機能促進作⽤を有することを検証。

★ ⺟乳中のCCL25含有量 （ ︓初乳、 ︓常乳）
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⺟乳中の微量免疫情報伝達物質（サイトカイン、ケモカイン類）は、CCL25以外にも
たくさん⾒つかっているが、その⽣理学的機能はほとんどわかっていない。

★ マウス新⽣仔の⼈⼯哺育実験によるCCL25の⽣理学的機能性
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人工哺育した新生仔マウスの
哺乳量および体重の経時的比較
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授乳量は、一日の総授乳量の平均値±標準誤差を表示
*：コントロール群に対して有意差あり（P < 0.05）
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人工哺育した新生仔マウスの体重あたり
の臓器重量の比較
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バーは標準誤差を示す。
＊,＊＊：コントロール群の各臓器重量に対して有意差あり
（P < 0.05, P < 0.01）

人工哺育した新生児マウス小腸
のパイエル板の数及び大きさの比較
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免疫組織化学的染色法による人工哺育した
新生仔マウス小腸組織のIgA産生細胞の検出
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CCL25 NC: ネガティブコントロール

Cont: コントロール群 (CCL25無添加)

CCL25: CCL25添加群

：IgA産生細胞

人工哺育した新生仔マウスの腸管における
IgA陽性細胞数の比較

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

コントロール群

CCL25添加群

**

＊＊：コントロール群のIgA陽性細胞数に対して有意差あり（P<0.01）

７本の小腸絨毛内に確認されたIgA陽性細胞の総数の平均値を表示。
バーは標準誤差を示す。
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